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令和 5年度 宜野湾市地域リーダー等養成講座事業 

誰でも使える公民館のあり方を考える 

地域円卓会議 
 

普天間第二小学校区内の自治公民館が、 

分け隔てなく誰でも使える地域活動の拠点となるには、 

どのような課題があるか考える。 

 

実施報告書 
日  時： 2023 年 9 月 9日（土）14:00-17:00（受付開始 13:30-） 

場  所： 宜野湾市社会福祉センター 2 階ホール（宜野湾市赤道 2‐7‐1） 

主  催： 宜野湾市／宜野湾市教育委員会 

企画運営： NPO 法人まちなか研究所わくわく 

協  力： 宜野湾市社会福祉協議会／公益財団法人みらいファンド沖縄 

 

 

報告書作成 

NPO 法人まちなか研究所わくわく 

公益財団法人みらいファンド沖縄 
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ＡＣＴＩＶＩＴＹ ＲＥＰＯＲＴ 

【報告】誰でも使える公民館のあり方を考える地域円卓会議 

■日  時：2023 年 9 月 9 日（土）14:00-17:00 

■場  所：宜野湾市社会福祉センター 2 階ホール 

■着席者数：9 名（論点提供者、司会、記録者含む） 

■参加者数：45 名(自治会等地域組織、教育機関、行政等) 

■主  催：宜野湾市/宜野湾市教育委員会 

■企画運営：NPO 法人まちなか研究所わくわく 

■協  力：宜野湾市社会福祉協議会、 

公益財団法人みらいファンド沖縄 

 
 

  

 

普天間第二小学校区は、多くの飲食店や店舗のほか、喜友名泉（ちゅんなーがー）などの文化財にも恵まれ、また、開

発中の西普天間住宅地区にも隣接するなど、暮らしやすく、将来性の高い地域です。校区内には 3 つの自治会があり、

公共施設である公民館をそれぞれの自治会が管理・運営しており、サークルやミニデイサービスなど地域の方に利用さ

れていますが、自治会加入者の減少などに伴い、公民館の利用も減少しています。自治会への加入・未加入や年齢・性

別にかかわらず、多くの方が気軽に集い、交流できる拠点となるにはどのようなことが必要なのか、普天間第二小学校

区（普天間三区、新城区、喜友名区）をモデルに公民館の未来について、今回の円卓会議で考えてみませんか。 

本円卓会議は、ぎのわん地域づくり塾 2023 公開講座として開催します。 

 

センターメンバー 

 

渡名喜 庸松 
普天間三区 

自治会 
自治会長 

 

幸地 利香 

普天間中学校地域

コーディネーター 

 
新川 祥子 

宜野湾市社会福祉

協議会・地域福祉

コーディネーター 

 

山内 一郎 
株式会社 

FMぎのわん 

代表取締役 

 

宮城 潤 
那覇市 

若狭公民館 

館長 

 

背戸 博史 
琉球大学 

地域連携推進機構

教授 

 

普天間第二小学校区内の自治公民館が、分け隔てなく誰でも使え

る地域活動の拠点となるには、どのような課題があるか考える。 

喜友名 和佳子（宜野湾市 市民経済部 市民協働課 課長） 論点提供 
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＜板書記録＞ 
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➢ 今後のアプローチの方向性（提案） 

宜野湾市の自治公民館は、地域住民の徒歩圏にあり、スペースも大きく、常駐スタッフもい

る等、市民にとって大切な資産である。 

 

1. これからは、これまで公民館を利用してこなかった方々への眼差しを向け、区民が「どこか

で繋がっている状態」を目指したい。ただし、自治会役員の方だけ過重負担をかけない仕組

みは重要（例：施設管理等業務に ITツールを取り入れる等） 

 

2. 公民館活用に関する情報発信を見直し、まずは、主体性をもって取り組む住民のアイデア

を活用したい。あらたな「巻き込み」からさずかった公民館活用の様々な企画を実行・発信し

ていくことが大切。さらに今後は企業や学生など、外部の人材活用も視野に入れ、交流人

口も増やしていこう。 

 

3. 地域内でどこかで誰かが繋がっている状態をつくることは、なかなかメソッドになりにくい。

公民館を活用した新しいつながり（今回のぎのわん地域づくり塾生等）に関する助成等を出

しながら企画を誘発させていく事業も併せて行うことが市の取り組みとして重要かと考える。 
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■参加者によるサブセッション 

 

普天間第二小学校区内の自治公民館が、 

分け隔てなく誰でも使える地域活動の拠点となるには、 

どのような課題があるか考える。 

（参加者記載の原文をそのまま記載している為、事実と異なることがあります。グループ毎に①、②・・・と記載） 

 

①  

情報不足→発信のやり方 

見える化 

社協、市、自治会 

イベント、中学校生、そうじ 

インターネットラジオ 

広報 

ポスティング 

メリット 

防災 

県外出身 

人とのつながり 

幸せ 

時間がない 

車社会 

色んな人とつながりたい 

→自治会へ加入 

加入率 60％超え!! 

つながり≠しがらみ 

この２つがキー 

会員以外 NG という意識をどう変えられるか。 

→責任重い 

 

②  

婦人会が公民館を私物化したり… 

税金の入り方によって、公民館の使い方に差が

ある。 

宜野湾市という中では「字」で分けられてしま

う。 

営利で何故使用できないのか、除外されている。 

地域の人のために非営利でしか使用できないの

か 

自治会員しか使用できない。 

根拠を示してほしい… 

 

③  

自治会会員者、未加入者 

誰でも使えるような場所 

人をやとう（増やす）予算をつけてもらう 

公民館のアプリを作ってもらって地域に情報提

供 

保険（自治会用） 

加入したいが、時間（タイミング） 

が合わず加入できず 

環境作りも必要 

人をお金とネットワーク 

ヨガサークル 

利益型も可能にしてほしい 

働いている人が参加しやすい場所 

公民館の名しょうをつける、ゆるキャラとか・・ 

朝ごはんなどを提供していた（はぴわんなど）

思いがある人たちに利用してほしい 

子ども達が遊べる（広い場所）がなく（公民館で

できないか） 

信頼できる人がいる（安心感） 

コミュニティとつなげる機能があればいい（社

協…） 

 

④  

支え合い活動 

高齢者になってしまう 

子どもがキーワードになる 

そこから子育て世代をひきこむ 

自治会 
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子どもに公民館運営をまかせてみる 

インターン的な 

一定の人だけの活動となってしまう 

初級公共政策士 

Ｒ４琉大 t 脳お宜野湾でコラボ 

 

⑤  

子供が来る事でその親も来てもらう（自治会加

入） 

若者向けにＳＮＳなどを利用する 

 

⑥  

マンション自治会 

他公民館がある 

強制加入→ゴミ当番 

自分から入るとたのしい 

会員、非会員の区別… 

加入率を気にしなくてもいいのでは 

 

⑦  

誰でも使えるの良いこと→メリット・デメリッ

トがあり、自治会加入を案内 

自治会に入っている、入っていない“区別” 

使用させないから→変わってきた！ 

水光熱費→地域団体でも課題 

→エイサーＯＢの方に指導→ケイショウ 

自治会長会）会とつながっている 

加入率を上げようとしているのか？→メリット 

自治会費を協力費としたら？ 

自治会費はハードルが高い 

防犯灯などに使用している 

子どもたちが使えれば親、祖父母がついてくる

→うまくつかえれば 

自治会、高齢者が多い 

子どものイベントは行っているが、塾や部活で

いそがしい 

子どもたちがトイレ借用  
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誰でも使える公民館のあり方を考える地域円卓会議 

参加者アンケート集計 

 

◆概要 

・日時：2023年 9月 9日（土）14:00-17:00 

・場所：宜野湾市社会福祉センター 2階ホール 

・着席者：9名（論点提供者、司会、記録者含む） 

・参加者：45名（自治会等地域組織、教育機関、行政等）

（アンケート回収 39 名、回収率 87％） 

１．どちらから？ 

 

２．所属 

 

３．円卓会議はどのように知ったか 

 

４．満足度 

平均：4.6（5 点中） 

5.満足 
4.概ね 

満足 

3. 

普通 

2.あまり

満足して

ない 

1. 

不満足 

24 名 13 名 2 名 0 名 0 名 

 

５．満足度の理由 

（５．満足） 

 有益な話を多く聞くことができました。 

 地域の明るい未来が見えてきた。 

 福祉・地域のことについて経験が浅いため、

様々な意見、考えが聞けて良かった。 

 地域、自治会、会員、非会員、考え方をかえ

る必要があると感じた。 

 色々な方のお話を聞け、GW の話し合いも参

考になった。 

 どの方のお話もとても刺さるものがあり、

地域を知る、という事の難しさについて考

えることがありますが、まずは飛び込むこ

とだなとも思えました。 

 つながりとしがらみが表裏一体というのが

印象的でした。 

 色々な話しが聞けて 

 着席者さん達の貴重なお話し参考になりま

した。 

 活動している人が同じ人、活動をがんばっ

ていた人がいない、がんばりすぎるともと

めてしまう。こんなんをかかえている人が

あまりいない、目をむけたい。かたよった利

用の使方（出入り自由な世界）その方たちに

も（じょうほうはっしん） 

 外部から（地域外）の意見が聞けた。 

 "具体的な身近な内容 

 つながりは必要／しがらみはうざい、この

バランスと多才な人が加えて" 

宜野湾市

   

  市

  

  市  

      

     

自治会等

地域組 

   

  ・  

関 

   

   関

   

行    

   ・市

民 体等

  

自 業   

 の 

   

  入  

宜野湾市の  ・

   ・ 報 

   

   

   

メール

  みらいフ  

ド  イ  

 ペー   

        

  

 人・ 人の
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 会ギのメンバー構成、進め方が良かった。 

 セッション、サブセッションにおいても

様々な方の様々な意見が聞けて良かった。

自分になかった発想は聞けて良かった。 

 他の地域の実情、課題も知れて、グループワ

ークで意見交換する中で自分で発想できな

い意見もきけて良い刺激、経験になった。 

 自治会員ではない、多様な人々をどう取り

組んでいくかが課題となっているので、そ

こを皆で議論して色んな考えがとても勉強

になりました。 

 "トムソーヤのペンキぬりの例え 

 宮城さんのひとつひとつのメッセージがこ

ころにひびきました" 

 "講義だけでなく、代表者がセッションをし

て次に全員が小グループで話し合うのはよ

かった。 

 聞くだけの会議にならずによかった。" 

 様々な立場の人から様々な意見が聞けた。 

 公民館の現状に関して色々と知ることがで

きたから。 

 多様な考えを聞けた 

 "地域の様々な活動を知れてよかったです。 

 地域課題（ゴミ屋敷、ネコ、美化活動）をど

のように解決していくのか、改めて考える

きっかけとなりました。 

 地域資源も色々知れて良かった。" 

 セッション 2 とその後のディスカッション

からヒントをたくさんいただきました。 

 

（４．概ね満足） 

・ 多方面からの参加があり、びっくりしました。

皆さん情報の収集すばらしいですね。普天間

第 2山学校区だけで、人があるまるのか？心

配しました。 

・ 初日でのこころみで正直なところちゃんと

把握していません。 

・ 平良斗星さんの進行や問い方、内容はとても

良かった。 

・ 背戸教授の助言や答弁等に共感。（行政が自

治会に負担をかけない？） 

・ キャリア教育で学生、教育実習生等でかかわ

る。 

・ 色々な立場からお話を聞けてたいへん参考

になりました。ありがとうございました。 

・ 地域コーディネーターという役割（仕事）を

している方がいることを知った。 

・ 公民館のあり方、地域とは何か、誰でもの明

確化、深い考察をうかがえた 

・ 不特定多数の意見がきけた 

・ もう少しサブセッションの時間があれば良

かったと思う。 

・ 普3区→箱の価値はどれだけの人が利用する

かで決まるとおっしゃっていた点 

・ 那覇市の状況など他市町村の情報を知るこ

とができた 

・ 喜友名、新城区の会長のご意見がききたかっ

た（課題ふくめて） 

・ 着席者の意見が面白かった。 

・ リラックスした会場作り 

・ 着席者へ質問形式で進めていたので聞きや

すかったです 

・ タイムテーブルの流れが新せんで楽しかっ

た。 

・ 地域の課題や未来が見えてワクワクした。 

 

（３．普通） 

・ 各スピーカーが十分なプレゼンの準備が出

来てない 

・ 事前にまとめてレジメを配ったらどうかと

思う 

・ 顔がみえなかった 

・ 参加する側がもっとラフに意見を述べたり、

提案や質問をできる会かと思っていた。 

 

６．円卓会議で印象に残ったこと 

 最後の「ふりかえり」で記録の方の記録の説

明はとても良かったです。 
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 繋がり＝しがらみ 

 出入り自由 

 情報発信について、楽しいこと（困りごとだ

けでなく）を多くする大切さ。 

 情報発信の仕方をどうするか、今度の課題。 

 楽しい事を発信する。周知が大事。（自治会

員以外にも） 

 小さいことをまずやってみる。 

 たくさん勉強させていただいて、明日から

実践できることを探していきたい。 

 情報発信の大事さ、入りやすさ。 

 家事代行業「お手伝いマン」 

 コーディネーターがやってもらいたい方、

やりたい方とつなげる。じょうほうをよく

しっていて、かだいさがしにイベントをつ

かう。そこで公民館の活用、自治会員以外の

方へハードルを下げ公民館へきてもらいた

い。となき会長の言葉で多くの人につかっ

てもらえたらそれだけその場所のかちがあ

る。 

 頑張らない！！あきらめない！！ 

 学校の地域コーディネーターとのつなげ方 

 サークル、趣味のつながり 

 会長の考え方が鍵、がんばらず、しがらみに

せず楽と 

 しがらみ→ゆるやかなつながり、出入り自

由 

 楽しいことから自治会公民館が拠点となれ

ると言うことは大切 

 つながりがしがらみになってないか？が課

題のひとつと感じた 

 ゆるく、出入の自由な関係性も大切なこと 

 人、金、ネットワークの拡充を。入りやすく

抜けやすい場に。 

 公民館を住民がどう認識しているか 

 外部を入れない根拠は？その意識改革はど

うしていくべきか 

 外側に目を向けると多様なコミュ二ティー

が存在する 

 つながりがしがらみとなってしまう 

 人に頼っていく 

 入りやすく抜けやすい 

 生まれたアイデアを小さくやってみる。頑

張らない、けどあきらめない 

 公民館の愛称 

 公民館の敷居を高いと感じさせない 

 人・物・金で環境を整えないと加入率が増え

ない 

 ネットワーク等での情報発信 

 呼びかけの言葉を区民の皆様にする 

 飲み会の開催 

 「つながり」が実は「しがらみ」になってい

ないか。 

 「入りやすくて抜けやすい」 

 いくら発信しても届いていない人（見えて

いない人）がいる。（→やった気にならない） 

 つながり≠しがらみ 

 楽しいことを発信する 

 届いていない人が居ることを意識する 

 宮城氏のことばが印象に残りました。 

 自治会員→区民 

 「字史」があることが珍しいことなのだと

初めて知ったのでそれを活用して、子ども

達に地域を知ってもらう授業とかできない

かな。「字史」を学んで地域の高齢者に話を

聞いてフィールドワークする。 

 公民館が楽しい場にしていこうという姿勢 

 色々なアイディアなアドバイスが、発表が

有り、良かったと思います。 

 公民館は公設？自治会は非会員のサポート

も必要？→会長、書記 

 自治会員、非会員の公民館の利用、用途等 

 自治会に加入せずとも不便はない？行政が

自治会に負担をかけずスムーズなサポート

が必要 

 つながり＝しがらみ 

 会員の皆さん→区民の皆さん 

 楽しいから公民館に行きたくなるような活
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動 

 雑談からアイディから、小さいことから出

来ることから 

 「困り事 70カ所自治会も含めて、情報収集

にまわった、、、というお話し」からまず、情

報収集にとりくみたいと改めて考えた。 

 つながり＝しがらみ、多層のとりくみ、声か

け、がんばらない、けどあきらめない、小さ

くはじめる、しっかりしすぎない 

 しがらみにしない→楽しいだけ、入りやす

く、ぬけやすい、ゆるく・たりないくらい、

あきらめない 

 自治会加入率が増えないのは個人情報保護

法と以前行っていた粗大ゴミの受付がなく

なったのもあるかと思う。公民館は誰のも

のか？楽しい場所に人は集まる、あと、、、自

治会長がいつもウェルカムの心で 

 発信力→ICTの活用をもっとやっていく。学

生の力を活用できないか？ 

 渡名喜会長が今後は「自治会員の皆さまへ」

という表現を「区民の皆様へ」にかえた方が

いいと思った。や、利用者の顔ブレが同じで

マンネリ化しているので、かえていかない

といけないのでは、と振り替えられていた

点が印象に残った。沖縄は自治会が少ない。

字誌の存在、入りやすく抜けやすい、発信の

重要性 

 宜野湾や内以外の公民館の形 

 若狭公民館、セッション 2「福岡から移住し

た方の発表」 

 背戸教授の最後の話は自治公民館運営につ

いて、あらゆる方面が考える事ができた。 

 公民館をキョ点にするならば、職員を増や

すことや予算をつけてもらう 

 利益が発生するサークルがあってもいいの

では？ 

 琉大の背戸先生は話がまとまってききやす

い 

 「自治会の数が少ない」は考えるべき点を

思う 

 たのしいことを発信、人はたのしいこと、場

所に集まる。 

 私はラジオパーソナリティーとして、この

土地の魅力を伝えていきたいです。 

 

７．会議運営に関してのご意見、感想等 

 グループでの話し合いの前にトイレタイム

が必要だと思いました。 

 素晴らしい議事進行でした。 

 登壇者だｋでなく、参加者の意見も聞けて

良かった。 

 楽しかったです。 

 検討する 

 マイクの音量をもう少し大きかったらたす

かる（私は日本語母国語ではないからはっ

きり声がきこえると話しがついていけやす

くなります） 

 休憩時間を取り入れて欲しい 

 しつもんのてきかくさ、私たちがききたい

ことを考え、ひきだしてくれているように

思えた。ハードルをひくくして、わらいもあ

るのいけんこうりゅうと共有ができ各コー

ディネータの活動、仕事のもち方と会長、公

民館のあり方をここから考えていくスター

トになるのかと思った。 

 いい運営でしたネ 

 いい内容の取り組みでした。今後も期待し

ます。 

 トークセッションがとても良かった。 

 色んな識者の方の意見が聞けてとても勉強

になりました。 

 とても良かったです。お疲れ様でした。勉強

になりました。 

 スムーズな進行でとても良かったです。平

良さんの司会、宮道さんの振り返りが印象

に残りました。 

 ざっくばらんにぶっちゃけた話も混じえな

がらの会だったので楽しくきくことができ
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た。 

 今後の会議がたのしみです 

 いろんな意見がだされて為になりました 

 今後の公民館のあり方の意見等を聞き、良

いけいけんをさせて頂きました。ありがと

うございました！ 

 ふりかえりで再確認することが良かった 

 ぎのわん市、健康づくり推進員さんの活動

（地域にもっとよりそった）にヒントがい

っぱいあった。ありがとうございました。 

 今日も楽しく参加させて頂きました。あり

がとうございました。 

 身のある内容だが、長いので参加しにくそ

う。 

 板書を公開できたら次の参加者につながる

かも 

 参加申込みで知人（70 代の先輩）が電話申

込みを行った際、市民協働の職員より QRコ

ードで申し込むように言われて、参加した

いのに QRコードの申込みはめんどくさい＝

わからないとあきらめたと話されていまし

たので、対応を考えていただきたい。 

 首里石嶺地区の活動からもヒントをいただ

いたのではないか 

 中央公民館が工事中なので今、公民館に目

を向けてもらう機会になると思うので、発

信していくことを自治会をすすめたい 

 着席者の発言に対して、とても興味があっ

た内容があり、もう少し聞きたかったので

すが、質問のタイミングがなかったのが残

念でした。 

 テーマに関するパネル等があれば普中校区

の公民館 23区自治会の情報を視覚で得られ

る 

 事前に参加者からの意見を集め（文章など

で）それを議題にしたらどうかと思う 
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（写真）会場の様子 
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＜サブセッション 記録用紙＞ 
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